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6図表 2-2. トマス・W・ローソン号 図表 2-3. キャッシュ・レジスター
















者であることの強み（Carpenter and Nakamoto, 1989）や、新規カテゴリを生み出すことの強
み（Aaker, 2011）については既に指摘されているが、そこでは競合企業が不利になる分野を
形成することで、優位性を生み出すことができるとしている。










ン情報システムから発売された mpman（図表 2-7.）であるが、1998 年に米ダイヤモンド・
マルチメディア・システムズ社が事業買収し Rio シリーズに吸収された後、2001 年に発売
された競合となる Apple 社の iPod シリーズの拡大も受け、その後事業を引き継いだ日本の
ディーアンドエムホールティングス社の手により、2005 年に事業撤退している。また（画
像が扱える）世界初の Web ブラウザは NCSA（米スーパーコンピュータ応用研究所）によ
る NCSA Mosaic（図表 2-8.）であるが、NCSA Mosaic を発展させた米 Netscape による Netscape
Navigator は、米 Microsoft のブラウザである Internet Explorer とのシェア争いに敗れ、2008
年を最後にサポート停止となっている。この他にも、アメリカの軍事製品メーカ・レイセ
オン社が開発しその後撤退した電子レンジ（図表 2-9.）の例や、あるいは共に米 Microsoft
8社の Office にシェアをとられてしまった米 Personal Software の PC 用表計算ソフト・VisiCalc








図表 2-10. VisiCalc 図表 2-11. WordStar





































Mintzberg (1978; 1994) では戦略を意図した戦略（Intended strategy）と意図せざる戦略
（Unintended strategy）に分類しているが、この越境のスキームについては、周辺カテゴリ
参入前からメイン市場への参入を意図していたか否かと、メイン市場への参入が自力で行














境した Apple のケースがあてはまる。GREE がゲーム市場に参入することを決定したのも、


















図表 3-1. Suica 図表 3-2. Suica ロゴマーク
（出典：JR 東日本） （出典：JR 東日本）
まず、周到型のケースとして、定期券・乗車券カテゴリから、少額決済市場の中の電子
マネーカテゴリへ越境した JR 東日本の Suica のケースを示す。
Suica とは、東日本旅客鉄道株式会社（以下「JR 東日本」）が発行する、Sony が開発した
FeliCa1)技術をベースとした非接触 IC カードである（図表 3-1.）。Suica というネーミングは
Super Urban Intelligent CArd の略称であり、「スイスイ行ける IC カード」の意味合いも持っ
ている。またロゴマークは語呂合わせから西瓜をイメージさせるものとなっている（図表
3-2.）。2001 年 11 月に発行されて以来急速に普及が進み、2012 年 7 月には 4000 万枚を超え
2)（図表 3-3.）、JR 東日本管内でしか発行されていないのにもかかわらず日本人の約 3 人に 1
人は持つカードへと成長している。
Suica の開発は長期間に及ぶものであった。椎橋3)（2003）によると、JR 東日本発足の年
であり、Suica導入の 14年前である 1987年から ICカードの可能性について着目されていた。
その後複数年にわたる開発活動ののち、1994 年・1995 年・1997 年と 3 度のフィールドテス
トを経て、2001 年の導入へと至っている。
1) Sony: FeliCa http://www.sony.co.jp/Products/felica/ （閲覧：2013 年 1 月 7 日）
2) JR 東日本 会社要覧 2012-2013 IT・Suica 事業
http://www.jreast.co.jp/youran/pdf/jre_youran_group_p63_69.pdf （閲覧：2013 年 1 月 7 日）
3) 椎橋氏は導入の 2001 年当時、JR 東日本の本社設備部旅客設備課長。
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図表 3-3. Suica 発行枚数推移（2012 年 7 月末現在）
（出典：JR 東日本）








想がいずれも失敗に終わってしまったのは、Suica を成功させた JR 東日本の田辺取締役
（2007 年当時）によると、加盟店側のメリットを打ち出すことができなかったからではな
いかということである（田辺, 2007）。
Suica は、導入された 2001 年当時は、定期券・並びに乗車券を代替するサービスであった。
乗車券を買わずに改札を通ることができるというサービスは、JR 東日本はイオカードとい





デポジットが必要であったにもかかわらず、発売から 2 か月で発行枚数が 200 万枚を突破
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する4)など、多くのユーザに受け入れられる結果となった。









図表 3-4. 2012 年度上半期（4～9 月）国内電子マネー決済件数
（出典：日経流通新聞より筆者作成）
4) 「Suica 200 万人突破」JR 東日本プレスリリース 2002 年 1 月 18 日
http://www.jreast.co.jp/press/2001_2/20020107/index.html （閲覧：2012 年 10 月 25 日）
5)「Suica によるショッピングサービスがスタート！ ～2004 年 3 月 22 日（月）サービス開
始～」JR 東日本プレスリリース 2004 年 2 月 10 日
http://www.jreast.co.jp/press/2003_2/20040204.pdf （閲覧：2012 年 10 月 25 日）
6) JR 東日本/Suica/お買い物
http://www.jreast.co.jp/suica/use/shopping/ （閲覧：2012 年 12 月 29 日）
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越境後も、少額決済カテゴリ内において Suica は順調にシェアを拡大させていっている。
BIS（Bank for International Settlements: 国際決済銀行）の統計7)によると日本国内における電
子マネーの取引額は、2007 年は 5600 億円であったのに対して、2008 年は 8200 億円、2009
年は 1 兆 2500 億円、2010 年は 1 兆 7300 億円と 3 年間で約 3 倍強になるなど順調に拡大し
ている。そのような電子マネーの中でも、Suica は JR 東日本管内のみでしか発行されてい
ない IC カードであるという不利な条件がありながら、決済件数において全国展開している
Edy などの電子マネーを抑えて、共に流通系に区分されるセブン&アイ・ホールディングス
の nanaco やイオングループの WAON と共にトップグループに位置している（図表 3-4.）。
少額決済カテゴリへの越境を実現させた Suica であるが、この越境は周辺カテゴリである
定期券・乗車券カテゴリへの参入前から意図されていたのであろうか。佐々木、藤原（2007）
において JR 東日本の理事 IT・Suica 事業本部副本部長の椎橋氏は、Suica 導入の意思決定を
行った同社の社内会議の様子について、以下のように語っている。
3 重の同心円を描いた絵を常務会に出しまして（引用者注：図表 3-5.）、まず真ん中










ると 460 億円、除くと 130 億円です。この投資額は 10 年レンジでメンテナンスコスト
の減などで回収します。」ということを説明しました。
7) Statistics on payment, clearing and settlement systems in the CPSS countries - Figures for 2011 -
preliminary release --September 2012
http://www.bis.org/publ/cpss104.htm （閲覧：2012 年 12 月 4 日）
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しがあったために、JR 東日本のトップマネジメントは IC カードへの投資の意思決定ができ
たのであろう。



















そのような IC カードの中でも、Suica が高いシェアを持っているのは、越境のスキームで
の参入であったことが大きな要因であると、佐々木、藤原（2007）において前出の椎橋氏
は語っている。

























カテゴリは、Suica を発行している JR 東日本によるいわば独占市場であり、その普及は比
較的コントロールしやすいカテゴリであったということがあるのではなかろうか。第二に、
越境先の少額決済カテゴリであるが、最初に電子マネーを対応させたのは JR 東日本のグル







図表 3-6. NEWDAYS 図表 3-7. キオスク
（出典：日経 BP） （出典：駅パラ）
そして JR 東日本の Suica での越境のスキームによる成功を受け、他 JR 各社も改札の通過
と電子マネーとしての利用が可能な FeliCa ベースの IC カード導入に踏み切っている。例え
ば西日本旅客鉄道株式会社（JR 西日本）においては ICOCA という IC カードを 2003 年に導
入している（図表 3-8.）。ICOCA は Suica 同様導入当初は定期券・乗車券機能のみのカード
であった（2003 年の段階では Suica もまだショッピングサービスを開始していない）。JR 西







前述のとおり JR 東日本の Suica がショッピングサービスを開始して少額決済カテゴリへ
越境したのは 2004 年であったが、JR 西日本の ICOCA が電子マネー機能によるショッピン
グサービスを開始して少額決済カテゴリへ越境したのは発行の 2 年後であり JR 東日本の越
境の翌年でもある 2005 年である。越境後は Suica 同様利用可能店舗や利用実績を順調に拡
大しており、Suica 同様周到型越境の成功ケースであるということができる。
図表 3-8. ICOCA 図表 3-9. toica 図表 3-10. Kitaca 図表 3-11. SUGOCA
（出典：JR 西日本） （出典：JR 東海） （出典：JR 北海道） （出典：JR 九州）
また東海旅客鉄道株式会社（JR 東海）においては IC カード toica を 2006 年に発行し（図
表 3-9.）、4 年後の 2010 年にショッピングサービスを開始している9)。北海道旅客鉄道株式
会社（JR 北海道）も同じく Kitaca を 2008 年に発行し10)（図表 3-10.）、翌年 2009 年にはシ
ョッピングサービスを開始している11)。更に、九州旅客鉄道株式会社（JR 九州）が 2009 年
に同じく SUGOCA を導入しているが12)（図表 3-11.）、SUGOCA に関してはショッピングサ
8) 「鉄道サービスとしての高い完成度。JR 西日本『ICOCA」」『Business Media 誠』2006 年
3 月 24 日
http://bizmakoto.jp/bizmobile/articles/0603/24/news054.html （閲覧：2012 年 12 月 3 日）
9) 「平成 22 年 3 月 TOICA がますます便利になります!!」JR 東海プレスリリース 2009 年
12 月 21 日
http://jr-central.co.jp/news/release/nws000441.html （閲覧：2012 年 12 月 3 日）
10)「Kitaca サービス開始日決定について ～お待たせしました。いよいよ Kitaca デビューで
す！～」JR 北海道プレスリリース 2008 年 9 月 10 日
http://www.jrhokkaido.co.jp/press/2008/080910-1.pdf （閲覧：2012 年 12 月 3 日）
11) 「Kitaca 電子マネーサービス開始！ ～利便性の高い決済手段を提供します～」JR 北海
道プレスリリース 2007 年 12 月 12 日
http://www.jrhokkaido.co.jp/press/2007/071212-1.pdf （閲覧：2012 年 12 月 3 日）




るとは言えない。尚、これらの IC カードネットワークはいずれも FeliCa をベースにしてい
ることもあってそれぞれ JR 東日本の Suica と相互利用が可能となっており、Suica やそれぞ
れの IC カードの利便性はますます向上している。尚、四国旅客鉄道株式会社（JR 四国）に








今や GREE はその TVCM を見ない日はないほどの高い露出度と認知度を誇るソーシャル





%83%BC%E3%83%89%E3%82%82%E7%99%BA%E5%A3%B2/ （閲覧：2012 年 12 月 10 日）
13) 「JR 四国香川県内 13 駅での IC カード乗車券『ICOCA』導入について」JR 四国プレス
リリース 2012 年 7 月 30 日
http://www.westjr.co.jp/press/article/2012/07/page_2278.html （閲覧：2012 年 12 月 3 日）
14) 出所：グリー株式会社 ヒストリー http://www.gree.co.jp/corporate/history/
（閲覧：2012 年 11 月 10 日）
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キング・サービス）のサイトであった。今でこそ日本においても数多くの SNS がしのぎを
削っているが、mixi（図表 3-13.）のプレオープンが同じ 2004 年 2 月15)、DeNA が運営する
mobage の前身である携帯オークションサイトのモバオク（図表 3-14.）の開始が 2004 年 3
月16)と、その後数千万人の会員を抱える巨大サービスに成長するサイトが生まれた時期に、
GREE も誕生したのである。
図表 3-13. mixi 画面イメージ 図表 3-14. PC 版モバオク画面イメージ
（出典：INTERNET Watch） （出典：モバオク）












2004 年 2 月にサービスを開始したものの、当初は個人の趣味であった GREE に対して初め
15) 出所：株式会社ミクシィ 沿革 http://mixi.co.jp/profile/history/（閲覧：2012年 11月 10日）
16) 出所：株式会社ディー・エヌ・エー 沿革 http://www.dena.jp/company/history/
（閲覧：2012 年 11 月 10 日）
17) 「『それでいい、楽しいから』――7 万人の町『GREE』を一人で作ってる会社員」『ITmedia
ニュース』2004 年 7 月 30 日
http://www.itmedia.co.jp/news/articles/0407/30/news006.html （閲覧：2012 年 11 月 10 日）
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から法人であった mixi は急速に拡大し、同じ招待制の SNS であったにもかかわらず、2006
年 8 月の段階で会員数は mixi が 500 万人超であった一方、GREE が約 35 万人と非常に大き
な差が生まれていた18)。また、モバオクを展開していた同じく法人であった DeNA が、ゲ
ームと SNS のサイトモバゲータウン（現在の mobage）（図表 3-15.）を 2006 年 2 月に開始、
9か月で会員数200万人を突破するなどSNSとしてはGREEの後発であるにもかかわらず、
会員数ではるかに凌駕するサイトとなっていた19)。
図表 3-15. モバゲータウン 図表 3-16. 釣り★スタ / GREE
（出典：エンタープライズ ジン） （出典：マイナビニュース）
このような状況の下、モバゲータウンにおけるゲームの人気を見た GREE は同様にゲー





釣竿がすぐ壊れてしまい、他の会員に自慢できる釣果を得ることが難しい。この 2007 年 5




転換した DeNA とは異なり、GREE は元々コミュニケーションを目的とした SNS から、そ
18) 「グリーはどこへ行くのか」『CNET Japan』 2006 年 8 月 12 日
http://japan.cnet.com/interview/20199547/ （閲覧：2012 年 11 月 10 日）
19) 「目指すはケータイのポータル--ゲーム＆SNS『モバゲータウン』の勝因は？」『CNET
Japan』 2006 年 12 月 21 日
http://japan.cnet.com/interview/20339708/ （閲覧：2012 年 11 月 10 日）
20) 『釣り★スタ』GREE http://gree.jp/?mode=static&act=page&page=ext_special_0706tsurista













図表 3-17. 踊り子 Clinoppe 図表 3-18. 怪盗ロワイヤル
（出典：G ロイド） （出典：Yahoo! mobage）
GREE はそのような強みを生かし、mixi やモバゲータウンを追いかけて会員数を急激に拡
大させていく。その後 GREE のソーシャルゲームでの成功を見たモバゲータウンも 2009 年
10 月に『怪盗ロワイヤル』23)（図表 3-18.）でソーシャルゲームに参入したものの、ついに
越境から 3 年と 2 か月が経過した 2010 年 7 月には GREE のユーザ数が 2125 万人となり、
同 2102 万人の mixi、2048 万人のモバゲータウンを抜き、日本最大の SNS に躍り出ること
になる24)。そして現在ではスマートフォン向けソーシャルプラットフォームである米
21) 『踊り子 Clinoppe』GREE http://gree.jp/?mode=static&act=page&page=ext_special_clinoppe
（閲覧：2012 年 11 月 10 日）
22) 「特集 ネット『新』金脈 PART1 モバゲー・グリー・ミクシィ 疾走！ 3 大 SNS」『週
刊東洋経済』No.6287, p.41.
23) 『怪盗ロワイヤル』mobage http://mbga.jp/pc/html/sg_kt/ （閲覧：2012 年 11 月 10 日）
24) 各社決算発表資料、「GREE は会員数で mixi、モバゲータウンを抜く」TechCrunch 2010




図表 3-19. GREE 加入者数推移
（出典：GREE 決算説明情報より筆者作成）
第2項 Apple
図表 3-20. iPhone 図表 3-21. iPad 図表 3-22. iPod
（出典：Apple） （出典：Apple） （出典：Apple）
http://jp.techcrunch.com/archives/jp20100813gree-number-of-members-is-top-of-socialmedia-in-japan/
（閲覧：2012 年 11 月 10 日）
25) 「グリー、全世界で 7,500 万ユーザーが利用する OpenFeint 社を完全子会社化 - 世界最
大級のスマートフォン向けソーシャルプラットフォームに -」グリープレスリリース
http://corp.gree.net/jp/ja/news/press/2011/0422-02.html （閲覧：2013 年 1 月 11 日）
26) グリー株式会社 2012 年 6 月期第 3 四半期 決算説明会資料（2012 年 5 月 8 日）




現在 iPhone（図表 3-20.）や iPad（図表 3-21.）といったモバイル機器が全世界で人気を博
している Apple は、以前 Apple Computer という、コンピュータメーカであることを伺わせ
る社名を用いていたが、2007 年にその社名から “Computer” を外し、コンピュータだけで
はなくより幅広い製品を扱う会社になったことを社内外に強く印象づけた。その、脱コン
ピュータの契機となった製品が iPod（図表 3-22.）であろう。
図表 3-23. IXI のイメージ図
（出典：Gizmode）
iPod とは、Apple（当時は Apple Computer、以下同様）が 2001 年に発売したデジタルオー
ディオプレーヤである。前章でも触れたが、デジタルオーディオプレーヤカテゴリは 1998
年に韓国のセハン情報システムにより発売された mpman により作られたカテゴリであるが





在しない市場であった。一方 Apple は 2001 年に音楽プレーヤ、ビデオレコーダ、カメラな
ど、あらゆる機器が PC を中心として繋がるというデジタルハブ構想を打ち出す。これは、
2000 年ごろの所謂ドットコム・バブルも下火となり、各社が新たな方向性を模索する中で
Apple が提示したものである。この構想に沿って開発されたのが PC 上での音楽管理アプリ
ケーション iTunes（図表 3-24.）であり、デジタルオーディオプレーヤ iPod なのである。iPod
は発売からおよそ 1 年半後の 2003 年 6 月に累計 100 万台の出荷となるなど、順調にカテゴ
リ内での拡大を実現した28)。Apple がデジタルオーディオカテゴリへの参入に成功した要因
27) Kane Kramer 公式サイト http://www.kanekramer.com（閲覧：2012 年 11 月 10 日）
28) Apple Inc. / iPod + iTunes Timeline http://www.apple.com/pr/products/ipodhistory/
26





図表 3-24. iTunes 画面イメージ
（出典：nikkei BP net）
その後 Apple は iPod 発売から 6 年が経過した 2007 年に iPhone により携帯電話市場への





ーザー）（図表 3-25.） が人気であった Motorola と共同で iPod 内蔵携帯電話を開発すること
とした。そうして Motorola から 2005 年に発売されたのが ROKR（ロッカー）（図表 3-26.）
である。しかしこの製品は、iPod の成功要因であったデザイン性や操作性といった点で劣
った端末であり、市場で受け入れられることはなかった29)。このようにして携帯電話カテゴ
リへの越境に失敗した Apple は、失敗要因を分析した後に「プラン B」（Mullins and Komisar,
2009）として、携帯電話の自社開発の道を選ぶ。こうして、ROKR 発売の 2 年後である 2007
年に、デザイン性や操作性に優れた iPod 内蔵携帯電話端末 iPhone の投入により「全面タッ
チパネルのスマートフォン」という新規カテゴリを携帯電話市場内に創り出し、大きな人
気と共に顧客に受け入れられることになった。
（閲覧：2012 年 11 月 10 日）
29) News flash: ROKR may "flop" (engadget)
http://www.engadget.com/2005/10/24/news-flash-rokr-may-flop/ （閲覧：2012 年 11 月 10 日）
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図表 3-25. Motorola RAZR 図表 3-26. Motorola ROKR
（出典：CNET） （出典：CNET）
当時から年間 10 億台以上のポテンシャルを持つ携帯電話カテゴリであるが、Apple 参入
前年の 2006 年にはフィンランドの Nokia、米 Motorola、韓国 Samsung Electronics、韓国 LG
Electronics、英 SEMC（Sony Ericsson Mobile Communications）の上位 5 社が台数ベースで 8
割を超えるシェアを持っており30)（図表 3-27.）、SEMC 以外の日系メーカや他の新規メーカ
などはシェアを確保することができずにいたカテゴリであった。しかし、Apple の iPhone
による参入以降その構図は崩れ、2011 年の台数シェアでは Apple は TOP3 の地位を確保し
ている31)（図表 3-28.）。
図表 3-27. 2006 年世界携帯電話出荷シェア 図表 3-28. 2011 年世界携帯電話出荷シェア
（出典：IDC より筆者作成） （出典：IDC より筆者作成）
30) 「2006 年の世界携帯電話出荷台数は 22.5％増，約 10.2 億台で過去最高」『IT pro』
http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/NEWS/20070129/259823/ （閲覧：2012 年 11 月 10 日）
31) “Worldwide Mobile Phone Market Maintains Its Growth Trajectory in the Fourth Quarter Despite
Soft Demand for Feature Phones, According to IDC” (IDC)







からの越境製品であることを強調した製品である。スティーブ・ジョブズも 2007 年の iPhone
発表時のキーノートスピーチ（図表 3-29.）で以下のように述べ、独特の表現で iPhone がタ
ッチパッド付の iPod でもあることも強調している32)。
Well, today, we’re introducing three revolutionary products of this class. The first one: is a
widescreen iPod with touch controls. The second: is a revolutionary mobile phone. And the
third is a breakthrough Internet communications device.
So, three things: a widescreen iPod with touch controls; a revolutionary mobile phone; and a
breakthrough Internet communications device. An iPod, a phone, and an Internet
communicator. An iPod, a phone … are you getting it? These are not three separate devices,
this is one device, and we are calling it iPhone.
（今日は 3 つの革新的な製品を紹介する。1 つ目はタッチコントロール付でワイドス
クリーンの iPod だ。2 つ目は革新的な携帯電話。3 つ目は飛躍的に進歩したインターネ
ット・コミュニケーションデバイス。そう、iPod と、携帯電話と、インターネットデ
バイス。……分かったかい？ それらは 3 つの別々のデバイスじゃないんだ。一つのデ
バイス。iPhone というんだ。）
図表 3-29. iPhone を紹介するスティーブ・ジョブズ
（出典：USNews）
32) Transcript – iPhone Keynote 2007 (European Rhetoric)
http://www.european-rhetoric.com/analyses/ikeynote-analysis-iphone/transcript-2007/ （閲覧：
2012 年 10 月 29 日）
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また、製品ラインナップの観点からも Apple はユーザのデジタルオーディオカテゴリから
携帯電話カテゴリへの越境を推し進める戦略をとっているように見える。2007 年 6 月の米
国での iPhone の発売の直後である 2007 年 9 月に、Apple は iPod touch（図表 3-30.）という
製品を発売した。この製品は、iPod でありながら iPhone 同様フルスクリーンでタッチパネ
ル対応となっている（つまり iPhone から携帯電話の通話機能のみ除いた製品である）。この
ようなこれまでの iPod と iPhone の中間に位置する製品を投入することで、iPod と iPhone
が一連の商品ラインナップであることを iPod ユーザに強く印象付け、iPhone への移行を強
く促しているのではなかろうか。このように、大きな支持を得ていた iPod のユーザと共に
越境したため、Apple は携帯電話市場においてもシェアを獲得できたものと思われる。
図表 3-30. iPod touch
（出典：Apple）
尚、戦略の意図の観点であるが、Apple が携帯電話市場への越境を企図したのは 2004 年
頃であったと述べたが、前述の 2007 年の iPhone 発売時のキーノートスピーチで、以下のよ
うに、iPhone を 2 年半待ちかねた商品と言い、またジョブスが電話機能のデモとして、プ
レゼン中にアップルのデザイナーであるジョナサン・アイブに iPhone で電話をかけ、開発
に 2 年半かけたと語っている。
This is a day I’ve been looking forward to for two-and-a-half years.
（今日という日は、私が 2 年半楽しみにしてきた日なのです）
Hey, Jony, how you doing? Well, it’s been 2 and a half years, and I.. I can’t tell you how
thrilled I am to make the first public phone call with iPhone.





2005 年 2 月のことであったとされており（Arthur, 2012）、明確な証拠はないがやはり携帯電
話構想が具体化したのは 2001 年の iPod 発売以降のことであると考えるのが妥当である。故
に Apple のケースは周到型ではなく、発見型のケースに分類される。
図表 3-31. シンギュラー スタン・シグマン CEO
（出典：ASCII）

































という新たな経験を提供した MEIKO の売上は累計 4,000 本に達し36)、1,000 本でヒット作と
いわれていた DTM 用ソフトとしては、異例のヒット商品となった。




33) LEON; Virtual Male Vocalist / ZERO-G
http://www.zero-g.co.uk/index.cfm?articleid=799 （閲覧：2012 年 12 月 10 日）
34) LOLA; Virtual Female Vocalist / ZERO-G
http://www.zero-g.co.uk/index.cfm?articleid=800 （閲覧：2012 年 12 月 10 日）
35) MEIKO; Virtual Instruments
http://www.crypton.co.jp/mp/do/prod?id=25220 （閲覧：2012 年 12 月 10 日）
36) 「開発物語 パソコン用歌声合成ソフト『初音ミク』＜第 1 回＞出会いは着メロから」『日









販売目標が 2007 年内に 1,000 本であったところこの数字は 2 週間で達成、翌年 1 月末には




37) 「開発物語 パソコン用歌声合成ソフト『初音ミク』＜第 2 回＞コア・ユーザーはあえて
狙わない」『日経エレクトロニクス』2008 年 2 月 25 日号, p.128
38) キャラクター・ボーカル・シリーズ 01「初音ミク」
http://www.crypton.co.jp/mp/pages/prod/vocaloid/cv01.jsp （閲覧：2012 年 12 月 4 日）





動画が投稿され、また 2008 年に 3D CG の初音ミクのキャラクターを自由に踊らせることが
できるフリーの 3D グラフィックソフト MikuMikuDance41) （図表 3-36.）が登場したことに
より、より実際のアイドルに近づいていくことになる。そして 2008 年以降多くのオリジナ
ル CD シングル・アルバムが発売され、コンピレーションアルバムである『EXIT TUNES
PRESENTS Vocalogenesis feat. 初音ミク』42)（2010年5月発売）43)（図表3-37.）と、『EXIT TUNES
PRESENTS Vocalonexus feat. 初音ミク』44)（2011 年 1 月発売）45)は共にオリコン週間アルバ
ムランキングで 1 位となった。また 2009 年には初音ミク発売 2 周辺を記念したライブイベ
ント・ミクフェス ’09（夏）を開催46)（CG キャラクターがステージ上で歌やダンスを披露
した）（図表 3-38.）、2010 年にはクリプトン社が本社を置く札幌市でさっぽろ雪まつりの応
援キャラクターとして登場47)、2011 年には米トヨタ自動車48)（図表 3-39.）と Google49)が
TVCM に起用と、人気アイドルとしての存在感を一気に高めていっている。
40) ニコニコ動画 http://www.nicovideo.jp/ （閲覧：2012 年 11 月 10 日）
41) MikuMikuDance http://www.geocities.jp/higuchuu4/ （閲覧：2012 年 11 月 10 日）
42) EXIT TUNES PRESENTS Vocalogenesis feat. 初音ミク
http://vocalogenesis.com/ （閲覧：2012 年 12 月 10 日）
43) オリコン CD アルバム週間ランキング（2010/5/17～23）
http://www.oricon.co.jp/rank/ja/w/2010-05-31/ （閲覧：2012 年 11 月 10 日）
44) EXIT TUNES PRESENTS Vocalonexus feat. 初音ミク
http://vocalonexus.com/ （閲覧：2012 年 12 月 10 日）
45) オリコン CD アルバム週間ランキング（2011/1/17～23）
http://www.oricon.co.jp/rank/ja/w/2011-01-31/ （閲覧：2012 年 11 月 10 日）
46) 「初音ミクが歌って踊る！ ミクフェス '09（夏）レポート」『ASCII.jp』2009 年 9 月 1
日
http://ascii.jp/elem/000/000/456/456009/index-2.html （閲覧：2012 年 12 月 10 日）
47) 「さっぽろ雪まつりに『雪ミク』が登場－『初音ミク』が応援キャラクターに」『札幌経
済新聞』2010 年 2 月 2 日
http://sapporo.keizai.biz/headline/528/ （閲覧：2012 年 12 月 10 日）
48) 「米国トヨタの CM に初音ミクを起用」『ガジェット通信』2011 年 5 月 6 日
http://getnews.jp/archives/114452 （閲覧：2012 年 12 月 10 日）
49)「『Google Chrome』のプロモーション動画で初音ミクがフィーチャーされる」『ITmedia ね
とらぼ』
http://nlab.itmedia.co.jp/nl/articles/1112/16/news034.html （閲覧：2012 年 12 月 10 日）
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図表 3-36. MikuMikuDance の画面
図表 3-37. EXIT TUNES PRESENTS
Vocalogenesis feat. 初音ミク
（出典：Vocaloid Promotion Video Project） （出典：EXIT TUNES）
図表 3-38. ミクフェス ’09（夏） 図表 3-39. 米 TOYOTA Web サイト
（出典：ASCII.jp） （出典：TOYOTA）






































た」『日経エレクトロニクス』2008 年 3 月 10 日号, p.124.
52) スタジオ・ハードデラックス[編]（2011）『ボーカロイド現象 新世紀コンテンツ産業の
未来モデル』PHP 研究所
53) 「『サンクチュアリとしての初音ミク』 ミクと駆け抜けた 5 年、開発元・クリプトンに
聞く」『ITmedia ニュース』2012 年 8 月 31 日









3-41.）という 2 つのライブラリが発売されている。鏡音リン・レンは初音ミクと同じ 2007
年に登場したライブラリである。特徴としては、一人の声優を元にしたデータベースであ
りながら、女声と男声の両方のライブラリが収録されていることである。また初音ミク同
様基本的な設定（鏡音リン：女性、年齢 14 歳、身長 152cm、体重 43kg、鏡音レン：男性、
年齢 14 歳、身長 156cm、体重 47kg）と、初音ミクと同じイラストレータによるイラストが
公表されている。シリーズ第 3 弾である巡音ルカの発売は、2 年後の 2009 年である。巡音
ルカの特徴は日本語と英語の両方のライブラリを持っていることであり、基本設定（女性、
年齢 20 歳、身長 162cm、体重 45kg）とイラストの公表は同様である。






http://www.crypton.co.jp/mp/pages/prod/vocaloid/cv02.jsp （閲覧：2012 年 12 月 4 日）
55) キャラクター・ボーカル・シリーズ 03「巡音ルカ」







していたり、2012 年に発売した『EXIT TUNES PRESENTS Vocalogemini feat. 鏡音リン、鏡
音レン』56)（図表 3-42.）がオリコンアルバムランキングで 6 位を獲得したりするなど57)、
バーチャルアイドルとしての一定の人気も持ち合わせることに初音ミク同様成功したとい
えよう。
図表 3-42. EXIT TUNES PRESENTS Vocalogemini feat. 鏡音リン、鏡音レン
（出典：EXIT TUNES）
56) EXIT TUNES PRESENTS Vocalogemini feat. 鏡音リン、鏡音レン
http://vocalogemini.com/ （閲覧：2012 年 12 月 10 日）
57) オリコン CD アルバム週間ランキング（2012/4/2～4/8）
































カテゴリにおける evaluation や trial のフェーズでポジティブな結果が出ている場合は、メイ
ン市場における awarenessや interestのフェーズに時間はほとんどかからず、また evaluation、
trial フェーズから adoption フェーズへ至る可能性も高まるため、イノベーションの採用速度
を高めることができるのである。また、越境自体は周辺カテゴリのユーザと共に行うが、
越境後の拡大は、必ずしも越境前のユーザによるものであるとは限らず、その場合は
awareness フェーズからステップを踏んでいく必要がある。例えば GREE のソーシャルゲー
ムのユーザがゲームを通じて交流する相手は、SNS上で繋がりがある友人とは限らないし、













に iPod の機能を取り込みつつ顧客には受け入れられなかった ROKR の事例を示したが、他
の例としてここではインターネット電子レンジの例を挙げる。PDA 端末 Zaurus（図表 4-2.）
が人気であった SHARP は 1999 年にインターネットに接続して献立の検索ができる電子レ
ンジ58)（図表 4-3.）という、情報端末カテゴリから電子レンジカテゴリへの越境を狙った製




















competency の議論との相違点となっている。但し、core competency と周辺カテゴリで得た
ユーザを共に企業の資源と捉えると、メイン市場への越境は Hamel & Prehalad (1990; 1994b)
の議論と相似形になる。この視点から、周辺カテゴリから越境できる先は、1 つのメイン市
場に限らない、というインプリケーションが得られる。例えば Apple はデジタルオーディオ
プレーヤカテゴリにおいて、デザインと使い勝手の良さという core competency を確かなも






















車券カテゴリは Suica 発行元の JR 東日本が独占していた市場であるため他社の競合はおら
ず比較的容易に参入・普及を進めることができた点と、越境後のメイン市場である少額決







































GREE の SNS カテゴリでの拡大に対して、ゲーム専用コンソールメーカである任天堂やソ
ニーコンピューターエンターテインメントは将来のゲーム市場での競合を予測したうえで、
加速度を持って拡大していた Web のサービスに対して対抗策を予めとることは困難だった
であろう。また Apple の MP3 プレーヤ市場での拡大に対して、携帯電話カテゴリのリーダ
ーであった NOKIA は、MP3 プレーヤを発売することも可能であったとは思うが、Apple の













接的にではあるが音楽販売の iTunes store における収益に加え、携帯電話の製造販売に対す
る収益や、アプリの販売に対する収益を追加的に得ている。また VOCALOID の初音ミクに
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